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６　外郭団体による評価

７　所管局による評価

令和６年度の業績は、年間輸送人員が延べ2,016万人（前期比105.25％）、一日乗車人員が
55,250人（前期比105.53％）となりました。また、運輸収入は35億13百万円（前期比105.00%）、運輸
雑収は2億19百万円（前期比110.91％）となり、営業収益は37億33百万円（前期比105.33％）となり
ました。なお、輸送人員・運輸収入ともに、過去最高を記録しました。定期外、定期（通勤・通学）と
もにコロナ影響前の水準を超える利用者数となっており、千葉公園の「芝庭」が開業したことや、1
号線沿線でのマンション開発や2号線沿線での宅地開発も引き続き進んでいることから、新規の
住民が増加していることなどが主な要因であると分析しております。定期外は、前期比104.49％
（9,003千人）、令和元年度比102.02%となりました。定期は、通勤が前期比105.44％(9,152千人)、
令和元年度比104.61％、通学が前期比107.82％（2,010千人）、令和元年度比109.44%となり、定期
全体では前期比105.86％（令和元年度比105.46％）となりました。一方、営業費については、給与
のベースアップ等による人件費の増加のほか、労務単価等の上昇による委託業務費の増加、
ATC/TD装置や駅務機器更新に伴う除却費の増加、自動改札機や車両更新に伴う減価償却費
の増加により、全体として35億46百万円（前期比108.46％）となっています。これらのことから、営
業利益は1億86百万円、経常利益は2億53百万円、当期純利益は2億98百万円となりました。その
ような状況において、中期経営計画（2022-2024）の基本戦略である「安全・安定輸送の継続」､「困
難に打ち勝つ『企業力』の強化」及び「誰にでもやさしいサービスの提供」の3項目を着実に推進
し、お客様が安心してご利用できる環境の構築や利用促進等に努めました。

総合評価

今後の方針

千葉都市モノレールは本市の骨格交通であり、重要な社会インフラであることから、安全・安定輸
送の継続のため、安全管理体制の強化とともに経年劣化設備の更新、点検保守に取り組んでい
く。市でも軌道桁などのインフラ施設とインフラ外施設の維持管理を引き続き支援していく。また車
両更新など大規模な更新が続くことから、資金調達方法の確立や会社支援措置の実施などによ
り、資金面及び経営面からしっかりとサポートし、さらなる経営改善や利用促進などの検討を会社
とともに進め、その取り組みを支援していく。

総合評価

令和６年度は、輸送人員・運輸収入とも過去最高を記録し利用者数を伸ばしたが、一方で営業費
は前期比１０８．４６％となっている。
厳しい経営状況のなかでも中期経営計画（2022-2024）に掲げている三つの基本戦略に即した具
体的施策に取り組んだ。
引き続き、安全・安定輸送を継続し、また、モノレール沿線のまちづくりに寄与する取組みに期待
する。

千葉市の基幹交通として、安全かつ安定した輸送を提供し、通勤・通学路線としての役割を果た
します。懸垂型モノレールという特徴のある交通システムを観光的要素にも活かし、日中や休日な
どのﾗｯｼｭ時間帯以外の利用拡大策を講じるとともに、多言語案内チラシやSNSを用いたインバウ
ンド施策にも積極的に取り組み、運輸収入の増加を図ります。また、サウンドトレインやプラレール
などのオリジナル人気グッズの販売を推進し、運輸外収入の増加にも注力します。開業から37年
が経過し設備の老朽化も進んでいますが、安全で安定した輸送は当社の最も重要な使命と認識
しており、計画的な設備の更新と徹底した点検による安全・安定輸送の確保に努めます。また、異
常時や災害時の対応についてもPDCAサイクルを通して自然災害への予防強化を図ると共に、
ヒューマンエラーによる事故ゼロの継続を目指します。鉄道の持つ優れた省エネルギー性を活か
した環境に優しい交通機関として、地域に愛される千葉モノレールを目指し活動します。沿線にお
ける少子高齢化、不安定な国際情勢など経営を取り巻く不安要素は多々ありますが、企業体質
の強化、人材の確保・育成、業務の効率化、お客様サービス向上に向け、社員個々の力を結集し
それぞれの課題に取り組んでいく所存です。

今後の方針


